
燃料電池評価システムの露点管理 

●燃料電池内の露点管理の重要性 

燃料電池の発電方式のひとつに水素と酸素を反応させる過程で生まれる電気を取り出すというも

のがあります。この方式の燃料電池は、内部の露点が発電効率に大きく影響するため、適切な露点

管理が必要です。露点が適切に管理されていないと、発電効率の低下に加え、電池本体の破損の可

能性が増加します。 

 

●高露点測定の難しさ 

燃料電池内の環境は露点80℃DP以上になることが一般的で、また内部の温度も100℃程度となり、

高温高湿環境での測定となります。こうした環境を静電容量式露点計で測定すると、センサ素子が

過酷な環境に耐えきれず、結果として測定値のばらつきや、故障が発生します。また結露対策も重

要です。露点よりも温度が低いセンサ内部では、結露が発生し故障の原因となります。 

 

●鏡面冷却式露点計での測定 

【設置レイアウト】 

鏡面冷却式露点計は原理上、センサの経年劣化

が無く、また露点を最も正確に測定する方法で

もあります。DewStarS-3 シリーズでは結露対

策としてセンサ内部を温調する機能がありま

す。 

左図のように設置することで、燃料電池評価試

験装置の露点管理が可能となります。 

 

●製品仕様 

・DewStar S-3 

露点測定範囲: 0～95℃DP 

ガス温度範囲: 0～120℃ 

システム精度: ±0.2℃DP 

 

●主な納入先 

・燃料電池評価装置メーカー 

・自動車メーカー 
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